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研究成果の概要（和文）： 

 訪問看護師を支援し実践の質向上を図るため、高齢者訪問看護質指標を用いたウェブサイト
による支援を試行しその有効性を検討した。看護実践者と研究者の双方向のやり取りが可能な
サイトを開設し、1 年間の試行前後の看護師の変化を把握した。合わせて訪問看護ステーショ
ンでの情報工学機器の活用実態と看護師の学習ニーズを調査した。訪問看護現場で活用しやす
く有効な自己学習・質管理ツールとしてのウェブサイト使用のあり方と効果について、新たな
知見を得た。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We have developed and field-tested a web-based support system for homecare nursing using 

gerontological homecare nursing quality indicators. This system enabled bi-directional communication 

between practicing nurses and researchers, and changes among nurses were examined between before 

and after 1-year use of the system. A survey was also conducted on the use of information technology at 

homecare agencies and educational needs among homecare nurses. New insights were gained on the use 

of the website use as an effective tool for nurses’ self-learning and resultant quality assurance for 

homecare.  
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１．研究開始当初の背景 

訪問看護は高齢者が在宅で生活し続ける
上での有効な地域サービスの 1つと考えられ
る一方で、どのようなケアをどれだけ提供す

べきかに関し、一定の枠組みが現場の訪問看
護師に周知され、実践されているとは言いが
たい。介護保険や後期高齢者医療制度の導入
などの在宅ケアをめぐる流れの中で、訪問看
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護しが行う支援の内容を確立し、質の保証を
することは今後の訪問看護の発展上必須で
ある。一方、全国の訪問看護ステーションの
ほとんどは小さな事業体で採算をとるのに
も苦労しており、看護実践内容の質改善を試
みたくても、研修会等に人員を派遣すること
すら難しい状況を経験している。 

このような現状に鑑み、私たちはこれまで
に、高齢者訪問看護質指標を作成し公表して
きた。高齢者訪問看護質指標とは、高齢者へ
の訪問看護に頻繁に発生するケア内容 16 領
域について、訪問看護師として何を実践すべ
きかを短文で表し、各領域につき 20-40 項目
程度の質指標 quality indicatorとして提示した
ものである。質指標を作成し公表するだけで
は現場の看護師に届くとは言えず、その活用
を可能にする仕組みづくりが必要と考えら
れた。 

 

２．研究の目的 

(1)訪問看護ステーションにおける IT の使用
と看護師の学習ニーズ 

本調査は、IT を活用した訪問看護師の学
習プログラムを開発するために、訪問看護師
による IT 利用の実態と訪問看護師の学習ニ
ーズを明らかにすることを目的に実施した。 

 

(2)高齢者訪問看護質指標を用いたインター
ネット訪問看護師支援サイトの有効性検討 

本研究は、高齢者訪問看護質指標を活用し
たインターネットのウェブサイトを立ち上
げ、訪問看護ステーションで試行して、その
実践的有効性を検討した。 

 

３．研究の方法 

(1)訪問看護ステーションにおける IT の使用
と看護師の学習ニーズ 

①調査対象 

保健医療福祉情報サイトを用いて訪問看
護ステーションを検索した東北 6 県と茨城県、
千葉県を除いた 39都道府県にある 5,198件の
訪問看護ステーションの中から 2,078 件を無
作為抽出した。ステーション管理者、スタッ
フ看護師各 1 名ずつに回答を依頼した。 

 

②調査項目 

 管理者用調査票の質問項目は①パソコ
ン・モバイル端末の使用、②訪問看護記録の
作成法、③スタッフ教育、④訪問看護ステー
ションの属性、⑤管理者の基本属性とした。 

 スタッフ看護師用調査票の質問項目は①IT

活用の現状、②学習の希望、③訪問看護記録
の作成法、④スタッフ看護師の基本属性の 4

領域とした。 

  

(2)高齢者訪問看護質指標を用いたインター
ネット訪問看護師支援サイトの有効性検討 

 高齢者訪問看護質指標を用いた訪問看護
師支援サイトを開設した。サイト上には、質
指標に沿った実践を行う上での疑問・コメン
トや、回答・説明の可能な場所を設け、研究
者と訪問看護師が双方向に自由にコミュニ
ケーションができる場を作った。 

 ウェブサイトの評価は、領域別にそれぞれ
の事情に合わせ、基本的な方法を修正して実
施した。大きな枠組みとして、ウェブサイト
の使用開始前、利用開始 6 ヶ月後、利用開始
1 年後に、各種の指標を用いてウェブサイト
利用による訪問看護師および訪問看護実践
の変化を把握した。①看護師には、高齢者訪
問看護質指標による自己評価を依頼し、
Visual Analog Scale を用いて当該領域に関す
る実践への関心・自信・知識等に関する認識
をたずねた。そのほか、可能な場合には、②
過去 3 ヶ月間の看護記録から当該領域に関す
る記述の有無と量を把握し、③訪問看護利用
者に対し、利用者の状況と受けている訪問看
護に関する評価を尋ねた。 

 

４．研究成果 

(1)訪問看護ステーションにおける IT の使用
と看護師の学習ニーズ 

調査対象数 2,062 件中回収数は 520 件（回
収率 25.2％）、有効回答数は管理者用調査票
が 505 件（有効回答率 24.5%）、スタッフ看護
師用調査票が 488 件（有効回答率 23.7%）で
あった。  

①IT の利用状況 

ステーション内にパソコン(PC)を配置して
いるステーションが 96.0％、ステーション内
にPCのない所も同一事業所内のPCを使用し
ており、使用していない所はなかった。イン
ターネットが利用できる PC は 93.3％に設置
されていた。日常業務に使用されている PC

の台数はステーション内＋同一法人内合わ
せて平均 4.8 台、インターネットに接続でき
る PC は平均 2.9 台だった。 

PC を使った作業上最も多かったのは「キ
ーボードを使った文字の入力」「PC の起動と
終了」「携帯電話による電子メールの送受信」
であった。少なかったのは「プレゼンテーシ
ョン用ソフトでの資料作成」「表計算ソフト
での図表作成」「携帯電話の検索エンジンを
使った情報検索」だった。実施する自信も、
実施頻度に対応していた。 

仕事のためにステーションのインターネ
ットを用いて調べている内容としては「利用
者の疾患や症状、治療法」「薬剤の効果・用
量・副作用など」が多く、「他のステーショ
ン・訪問看護師との相互支援」「他のステー
ション・訪問看護師との情報交換」だった。 

 

②訪問看護師の学習について 

 訪問看護実施上不明点・疑問点がある場合



の対処法として最も多く挙げられたのは、
「所長・同僚に聞く 58.7％」「インターネッ
トで調べる 11.5％」「雑誌・本を調べる 5.8％」
だった。 

訪問看護師が学習したいと考えている内
容として最も得点が高かったのは「褥瘡・ス
キンケア」「終末期ケア」「慢性疼痛のケア」
であった。最も得点が低かったのは「訪問看
護管理について」「介護保険等の制度・保険
請求について」「虐待事例への対応」であっ
た。 

 財団法人日本訪問看護振興財団が提供し
ている訪問看護 e ラーニングを「知っていて
利用した・している」と答えた看護師は全体
の 11.7％であり、60.2％は「知っているが利
用したことはない」と回答した。 

 インターネットによる訪問看護師への学
習支援・教育・相談プログラムを活用する際
に障害となることは「忙しくてインターネッ
トをみる時間がない」「顔の見えない相手に
質問や相談を書き込むことに抵抗がある」の
得点が高かった。「学習・勉強する必要性を
感じない」は最も得点が低かった。 

 以上より、訪問看護ステーションにはイン
ターネットにつながる PC などの設備はほぼ
十分に整っているが、訪問看護師の IT 利用リ
テラシーは必ずしも十分でない可能性が窺
われた。一方で多忙な中にも学習ニーズは高
く、ウェブサイトを用いた学習支援を試みる
ことは有益と思われた。 

 

(2)高齢者訪問看護質指標を用いたインター
ネット訪問看護師支援サイトの有効性検討 

以上の結果を参考にしつつ、訪問看護師と
看護系大学教員が、ウェブ上で訪問看護質指
標の内容に関する質問・回答・実践例の報告
などに関する意見交換のできるサイトを作
成した。質指標に関する意見交換のサイト
（図 1）は領域ごとに分かれており、そこ 

図 1 質指標に関する意見交換のサイト 

 

からさらに個別の質指標のページが開くよ
うになっている。日頃訪問看護実践をしなが
ら感じる疑問等を、該当の質指標に関して図

2 のように投稿できる。投稿内容は他の参加
者（研究者・参加ステーション）も閲覧し共
有できるようになっており、投稿内容につい
てコメントを返したい場合は誰でも投稿で
きるしくみになっている。家族支援・認知症
ケアに関するやりとりの様子を図 2 に示す。 

図 2 家族支援・認知症ケアに関するやりとりの様子 

 

自己評価もネット上で実施・送信できるペ
ージを作成した（図 3）。 

図 3 自己評価ページ 

 

 以上のようなウェブサイトを用いて、訪問
看護支援を試行した。 

 

①認知症ケア・家族支援 

 11 ステーションから計 69 名の看護師が参
加してウェブサイト使用を試行した。調査期
間に、現場・研究者を合わせて 42 件（家族
支援）と 54 件（認知症ケア）の書き込みが
あった。 

1 年の介入期間に対象となる看護師の脱落
が多かったため、変化の検討は開始前→6 ヵ
月後、6 ヵ月後→1 年後、開始前→1 年後のペ
アごとに得られたデータで行った。訪問看護
質指標による自己評価は総合得点で家族支
援・認知症ともに、開始前から 1 年後に有意
な改善が見られた。VAS による評価では、「家
族支援に関する知識（前→6 ヵ月後、前→1

年後）」「家族支援の効果への自信（前→1 年
後）」「認知症ケアに関する知識（前→1 年後）」
「適切な認知症ケア提供への自信（前→6 ヵ



月後）（前→1 年後）」「認知症ケアの効果への
確信（前→6 ヵ月後）」に有意に改善の傾向が
見られた。 

  

②転倒予防 

 5ステーションから計 50名の看護師が参加
してウェブサイト使用を試行した。調査期間
に、現場・研究者を合わせて 28 件の書き込
みがあった。 

 開始前・6 ヵ月後・1 年後の 3 回全てに自
己評価を行った 22 名の看護師を分析対象と
すると、サイトを開いた回数は最大 36 回、
平均 5.8 回、コメント書き込み回数は最大 7

回、平均 0.4 回であった。自己評価を項目別
に見ると、認知症に関する項目、内服薬の副
作用に関する項目、転倒に対する不安・恐怖
感に関する項目など全 22 項目中 7 項目に有
意な改善が見られた。また、VAS による自己
評価でも「転倒予防に関する知識（前→6 ヵ
月後、前→1 年後）」「転倒予防に関する援助
の自信（前→1 年後）」で有意に改善した。 

 

③口腔ケア 

 1ステーションから 14名の看護師が参加し
てウェブサイト使用を試行した。全部で 13

件の書き込みがあった。 

サイトの閲覧回数は 1回のみのアクセスが
60％を占め、アクセスした者でも多くて 1 ヶ
月に 1 回程度だった。自己評価は 1 回のみ実
施され、4 段階評価の最高（＝「できている」）
という回答があった項目はなく、「ケア時の
誤嚥防止」「口腔内乾燥のケア」「ケア用品の
工夫」については、おおむねできていると回
答した者が 50％以上あった。 

 前後のグループインタビューでは、訪問看
護師にとって望ましい学習の機会について、
事業所内での学習や研修会での学習を挙げ
た看護師が多かった。インターネットの使用
に関しては、自分からデータをアップロード
することに慣れていない、どの程度まで詳細
に情報をアップロードしてよいかわからな
い、自分の考えていることを文章化すること
が困難など、使用上の障害に関する意見が複
数述べられた。 

 

④摂食・嚥下障害 

20 ステーションから 42 名の看護師が参加
してウェブサイト使用を試行した。全部で 20

件の書き込みがあった。 

 開始 1年後の調査で評価が高かった質指標
項目は、アセスメント及び介入の「リスク管
理」に属するものだった。VAS による調査で
は、摂食・嚥下障害のケアに関心や実施意欲
があるのに比較して、自分の持っている知識
への自信は低い傾向が見られた。 

 訪問看護利用者に状況の変化を尋ねたと
ころ「むせへの恐怖」に有意な改善があった。
家族調査では「嚥下障害によるストレス」な
ど計 10 項目で改善の傾向があった。看護師
による指導に対しては、利用者への調査で 2

項目、家族への調査で 5 項目に試行後の得点
が上昇した。 

 

⑤栄養管理 

 5ステーションから計 14名の看護師が参加
してウェブサイトを試行した。全部で 25 件
の書き込みがあった。 

自己評価を行った看護師が少なく統計的
検討はできなかった。看護記録に関する調査
では、訪問看護記録・看護計画・報告書にお
いて「栄養」「栄養状態」に関する記載量が
試行開始 6 ヵ月後、1 年後に上昇する傾向が
見られた。 

 

⑥リハビリテーション 

 5ステーションから計 28名の看護師の参加
を得てウェブサイト使用を試行した。期間中
に 7 件の書き込みがあった。 

 質指標の項目では、自己評価の合計得点が
向上し、質指標項目別で 16 項目で有意にあ
がった。「リハビリテーションに関する知識
（前→6 ヵ月後）」「適切なケアを提供する自
信（3 ヶ月→6 ヵ月後）」「訪問看護実践に支
援があると感じる（3 ヶ月→1 年後）」に有意
な改善があった。 

 利用者への調査では、説明・援助・家族へ
の支援・など全てにおいて 1 年後の得点が試
行開始前に比べ高い傾向にあった。 

 

調査全体を概観すると、質指標による自己
評価や「知識」「自信」などに関する看護師

表1　看護師の自己評価の変化(抜粋)

n mean SD mean SD mean SD

24 81.1 ± 13.4 84.7 ± 13.4 0.052

20 79.2 ± 15.6 81.8 ± 12.2 0.264

16 76.7 ± 14.3 84.6 ± 11.5 0.010

27 4.44 ± 1.89 5.16 ± 1.83 0.003

24 4.96 ± 1.75 5.39 ± 1.07 0.165

19 3.98 ± 1.88 5.25 ± 1.09 0.003

25 5.17 ± 1.58 5.56 ± 1.95 0.329

24 5.27 ± 1.84 5.58 ± 1.61 0.437

18 4.97 ± 1.70 5.70 ± 1.56 0.014

17 119.2 ± 19.4 124.0 ± 16.6 0.088

23 125.2 ± 16.2 128.9 ± 14.4 0.070

18 119.4 ± 18.9 128.0 ± 15.2 0.015

24 4.67 ± 1.89 5.19 ± 2.08 0.051

21 5.01 ± 2.21 4.92 ± 1.11 0.804

17 4.09 ± 1.78 4.90 ± 1.21 0.033

24 4.52 ± 1.96 5.21 ± 2.18 0.039

21 4.96 ± 2.28 4.92 ± 1.19 0.925

17 3.97 ± 1.86 4.88 ± 1.24 0.039

24 4.14 ± 2.03 5.06 ± 1.90 0.033

21 4.58 ± 1.85 4.59 ± 1.35 0.976

17 3.75 ± 2.02 4.66 ± 1.51 0.060

有意
確率

 (両側)

家族支援得点

認知症ケア得点

開始前
開始

6か月後
開始
1年後

家族支援に関する
知識

家族支援の効果への
確信

認知症ケアに関する
知識

適切な認知症ケアの
自信

認知症ケアの効果へ
の確信



の認識に改善の見られた領域が複数あった。
利用者・家族の評価も、データ収集した領域
では概ね改善する傾向にあり、質指標活用の
有効性が示唆された。一方、ウェブサイトの
閲覧と書き込みは概して低調であり、試行前
後の聞き取りでも、書き込みへの躊躇や閲覧
の困難が複数述べられた。試行期間を通じ、
書き込みや閲覧のし易さを目指したサイト
デザインの調整はいくつか行ったが、今後さ
らに、ウェブサイトの積極的な活用のための
工夫が求められる。 

訪問看護ステーションはここ数年増加し
ている。全国各地にあり概して小規模な訪問
看護ステーションで働く看護師を支援し、実
践の質を保証してゆく上で、今後 IT の活用が
一層求められよう。利用が容易で有効な支援
システムの更なる確立が急務と思われる。 
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